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令和6年度（2024年度）研究所活動報告

［社会システム研究所運営委員会］

令和 6 年度第 1 回運営委員会

日　　時：2024 年 5 月 22 日（水）12 時 15 分～ 13 時

会　　場：社会システム研究所共同研究室

議　　事：１．令和 7 年度中央学院大学社会システム研究所プロジェクト研究の学内公募について

　　　　　２．「社会システム研究所客員研究員の委嘱に関する規程」一部改正について

　　　　　３．紀要等刊行スケジュールについて

令和 6 年度第 2 回運営委員会

日　　時：2024 年 7 月 11 日（木）

会　　場：メール審議

議　　事：１．プロジェクト研究「グローカルデザイン」佐藤寛氏の身分変更に伴う客員研究員の

　　　　　　　委嘱について

令和 6 年度第 3 回運営委員会

日　　時：2024 年 9 月 30 日（月）

会　　場：メール審議

議　　事：１．令和 7 年度プロジェクト研究再公募について

令和 6 年度第 4 回運営委員会

日　　時：2024 年 10 月 30 日（水）12 時 15 分～ 1 時

会　　場：社会システム研究所共同研究室

議　　事：１．令和 7 年度社会システム研究所プロジェクト研究の審査について

　　　　　２．紀要次号目次案について

　　　　　３．News Letter について

　　　　　４．その他

令和 6 年度第 5 回運営委員会

日　　時：2024 年 11 月 27 日（水）12 時 15 分～ 1 時

会　　場：社会システム研究所共同研究室

議　　事：１．令和 7 年度社会システム研究所プロジェクト研究の審査について



― 246 ―

［プロジェクト研究］

１．研究テーマ「グローカルデザイン－グローバルなつながりを活用した地域発展の将来像の構想」

　　座長：中川　淳司（社会システム研究所長／本学現代教養学部教授）

　　　　　福嶋　浩彦（社会システム研究所教授）

　　　　　佐藤　寛（社会システム研究所客員研究員／前社会システム研究所長／

　　　　　　　　　　学校法人中央学院常務理事）

　　　　　林　健一（社会システム研究所研究員／本学現代教養学部長）

　　　　　綿貫雅一（社会システム研究所客員研究員／一般社団法人日本グローバル

　　　　　　　　　　　　イニシアティブ協会理事長）

　　　　　西舘　崇（社会システム研究所客員研究員／共愛学園前橋国際大学准教授）

　　　　　青木　章（社会システム研究所客員研究員／前我孫子市副市長）

２．研究テーマ「危機の中にある境界地域－稚内・根室・八重山列島を事例として」

　　座長：川久保　文紀（社会システム研究所研究員／本学副学長・法学部教授）

　　　　　土屋　耕平（社会システム研究所研究員／本学法学部准教授）

　　　　　岩下　明裕（社会システム研究所客員研究員／長崎大学グローバルリスク研究センター長／

　　　　　　　　　　北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター教授）

　　　　　古川　浩司（社会システム研究所客員研究員／中京大学法学部教授）

　　　　　三谷　将（社会システム研究所客員研究員／個人事業主、

　　　　　　　　　　前稚内市役所国際交流課長兼サハリン事務所長）

　　　　　斉藤　マサヨシ（社会システム研究所客員研究員／国境写真家）

　　　　　本間　浩昭（社会システム研究所客員研究員／毎日新聞北海道報道部根室記者）

　　　　　小濱　啓由（社会システム研究所客員研究員／竹富町役場政策推進課長）

　　　　　小嶺　長典（社会システム研究所客員研究員／元与那国町役場産業振興課長）

［紀要］

第 25 巻　第 1 号・第 2 号合併号（令和 7 年 3 月 25 日発行）

【論文】

１．プロジェクト研究「グローカルデザイン」

　グローカルデザイン提案書　東川町　　　　　　　　　　　　　　綿貫　雅一

　グローカルデザイン提案書　紋別市　　　　　　　　　　　　　　西舘　崇・福嶋　浩彦

　グローカルデザイン提案書　花巻市　　　　　　　　　　　　　　中川　淳司

　グローカルデザイン提案書　香取市　　　　　　　　　　　　　　林　健一・佐藤　寛・青木　章

２．プロジェクト研究「危機の中にある境界地域」
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　領土と国境を再考する－ボーダースタディーズの捉え方－　　　川久保　文紀

　国民保護法と境界地域－沖縄県および与那国町を事例として－　土屋　耕平

　日本の国境離島政策－現状と課題－　　　　　　　　　　　　　古川　浩司

　近隣諸国との関係が境界地域の自立に与える影響－稚内、対馬、与那国を比較して－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三谷　将

　ボーダーツーリズム「アムール川を旅する」　　　　　　　　  　斉藤　マサヨシ

協定校からの寄稿

　日本の大学における学際的博士人材の育成について

　　－筑波大学の「エンパワーメント情報学プログラム」を事例に－　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李　冠男（大連外国語大学講師）

令和 6 年度（2024 年度）研究所活動報告

１．中川　淳司（社会システム研究所長）

（プロジェクト研究「グローカルデザイン－グローバルなつながりを活用した地域発展の将来像の構想」）

（１） 研究会

第 22 回研究会

日　　時：2024 年 4 月 24 日（水）午後 3 時～ 5 時

会　　場：社会システム研究所共同研究室

議　　事：１．本年度の研究計画について

　　　　　２．グローカルデザインホームページのエッセイについて

第 23 回研究会

日　　時：2024 年 7 月 31 日（水）午後 3 時～ 5 時

会　　場：社会システム研究所共同研究室

議　　事：１．地域の魅力調査の進捗状況と調査結果

　　　　　２．本年度の研究計画について

　　　　　３．グローカルデザインホームページのエッセイについて

第 24 回研究会

日　　時：2024 年 9 月 25 日（水）午後 3 時～ 5 時

会　　場：社会システム研究所共同研究室

議　　事：１．グローカル・プロファイリング報告書（案）について

　　　　　２．対象自治体訪問について
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　　　　　３．グローカルデザインホームページのエッセイについて

第 25 回研究会

日　　時：2024 年 11 月 27 日（水）午後 3 時～ 5 時

会　　場：社会システム研究所共同研究室

議　　事：１．本年度の研究計画について

　　　　　２．花巻市のグローカルデザイン提案書（案）について

　　　　　３．グローカルデザインホームページのエッセイについて

第 26 回研究会

日　　時：2025 年 1 月 29 日（水）午後 3 時半～ 5 時

会　　場：社会システム研究所共同研究室

議　　事：１．グローカルデザイン提案書について

　　　　　２．グローカルデザインホームページのエッセイについて

（２） 研究対象自治体訪問

紋別市

　日　　時：2024 年 9 月 17 日～ 19 日

　訪 問 先：もんべつ国際交流ステーション、ふるさと納税係、国際交流推進室

　概　　要：紋別市の魅力深堀にかかわる意見聴取と意見交換。

　参 加 者：西舘　崇、福嶋　浩彦

東川町

　日　　時：2024 年 6 月 27 日～ 28 日

　訪 問 先：東川町役場

　概　　要：東川町の魅力深掘りにかかわる意見聴取と意見交換

　参 加 者：綿貫　雅一、西原　功（一般社団法人日本グローバル・イニシアティブ協会事務局長）

花巻市

　日　　時：2024 年 7 月 18 日～ 19 日

　訪 問 先：宮沢賢治イーハトーブ館、宮沢賢治童話村、宮沢賢治記念館、花巻市長表敬

　概　　要：宮沢賢治関連施設の見学と意見聴取

　参 加 者：中川　淳司、綿貫　雅一、Adam Fulford（フルフォードエンタープライズ代表取締役会長）　
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香取市

　日　　時：2024 年 9 月 13 日

　訪 問 先：香取市佐原・小野川沿いの歴史的まちなみ、伊能忠敬旧宅、伊能忠敬記念館、

　　　　　  関東地方整備局利根川下流河川事務所 （流域治水課・建設専門官 田村寿昭氏）、近代遺産・

　　　　　  横利根閘

　概　　要：香取市の魅力深堀にかかわる意見聴取と意見交換。

　参 加 者：林　健一、佐藤　寛、青木　章　

２．川久保　文紀（社会システム研究所研究員／本学副学長・法学部教授）

（プロジェクト研究「危機の中にある境界地域－稚内・根室・八重山列島を事例として」）

日　時：2024 年 10 月 12 日

訪問先：沖縄県八重山郡与那国町 

概　要：境界地域研究ネットワーク JAPAN(JIBSN) 与那国セミナー「境界地域のなかに光をみる」

への参加と研究打ち合わせ

参加者：川久保　文紀、土屋　耕平、岩下　明裕、古川　浩司、三谷　将、斉藤　マサヨシ

日　時：2024 年 10 月 13 日

訪問先：沖縄県八重山郡竹富町・石垣市

概　要：今後の研究スケジュールの件

参加者：川久保　文紀、古川　浩司、小濱　啓由

日　時：2025 年 2 月 12 日

概　要：紀要論文の全体確認と出版計画の打ち合わせ

場　所：副学長室　

参加者：川久保　文紀、土屋　耕平

日　　時：2025 年 2 月 14 日

訪 問 先：長崎大学グローバルリスク研究センター

概　　要：公開研究会への参加、特定非営利活動法人国境地域研究センター (JCBS) 年次総会の件、

　　　　　最終年度の研究計画の打ち合わせ

参 加 者：川久保　文紀、岩下　明裕
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2024 年度　所員の活動

中川　淳司

〈社会活動〉

学会での活動

・日本国際経済法学会理事（期間：2003 年 11 月～現在に至る）

・Asian International Economic Law Network、運営委員長（期間：2009 年 8 月～現在に至る）

・国際法学会評議員（期間：2015 年 6 月～現在に至る）

　評議員会議長（期間：2020 年 3 月～ 2024 年 6 月）

・Asia WTO Research Network、運営委員長（期間：2019 年 7 月～現在に至る）

その他の社会活動

・経済産業省通商政策局「WTO パネル・上級委員会報告等調査委員会」オブザーバー（期間：

2024 年 9 月～現在に至る）

・東アジア共同体評議会有識者委員（期間：2016 年 9 月～現在に至る）

・言論 NPO「ワールド・アジェンダ・カウンシル」委員（期間：2018 年 9 月～現在に至る）

・東京大学公共政策大学院　非常勤講師（期間：2019 年 4 月～現在に至る）

・東京大学大学院法学政治学研究科法曹養成専攻　非常勤講師（期間：2019 年 10 月～現在に至る）

・一般財団法人国際経済連携推進センター評議員（期間：2022 年 6 月～現在に至る）

　評議員会議長（期間：2024 年 6 月～現在に至る）

・公益財団法人安達峰一郎記念財団顧問（期間：2024 年 6 月～現在に至る）

・アンダーソン・毛利・友常法律事務所 客員弁護士（期間：2019 年 10 月～現在に至る）

〈学会等講演・発表〉

(1) 国際法協会日本支部研究大会基調報告「経済安全保障のあり方：総論」

　講演者：中川　淳司

　主催者：国際法協会日本支部

　日　時：2024 年 4 月 27 日 ( 土 )

　場　所：東京大学

(2)「ビジネスと人権に関する実務対応のポイントについて」

　講演者：中川　淳司

　主催者：第二東京弁護士会

　日　時：2024 年 7 月 29 日 ( 金 ) 午後 6 時～ 8 時

　場　所：第二東京弁護士会
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(3) 国際法学会 2024 年度研究大会公募パネル報告「SDGs と国際通商法－現状と課題」

　座　長：中川　淳司

　主催者：国際法学会

　日　時：2024 年 9 月 4 日 ( 水 ) 午後 2 時～ 5 時半

〈研究成果の公刊〉

(1) 著書

　・中川淳司・米谷三以編『企業の技術戦略と国際公共政策』文眞堂、2024 年 3 月。

(2) 論文

　・「諸外国における選挙区割りの見直し」有斐閣 Online ロージャーナル 2024 年 1 月。

　・「介護施設選びのアドバイザーを」『コメントライナー』7985 号、2024 年 1 月 23 日。

　・「国際通商法秩序の構造変動と WTO」『世界経済評論』2024 年 3・4 月号 6-15 頁。

　・「グローカル・プロファイリング報告書：花巻市」『中央学院大学社会システム研究所紀要第 24

巻第 1 号・第 2 号合併号 59-83 頁、2024 年 3 月。

　・「国際通商法システムの現状と将来について　１～ 10」『貿易と関税』2024 年 3 月号、4 月号、

5 月号、6 月号、7 月号、8 月号、9 月号、10 月号、11 月号、2025 年 2 月号所収。

　・「弱体化した WTO の復活なるか？」『コメントライナー』8033 号、2024 年 3 月 19 日。

　・「EU の AI 規制法のインパクト」『コメントライナー』8082 号、2024 年 6 月 7 日。

　・”Global governance through voluntary sustainability standards: Developments, 

trends and challenges”, Global Policy, Vol.15, No.4, pp.708-728, 2024 年 6 月。

　・「訪日客 6000 万人は悪夢か」『コメントライナー』8129 号、2024 年 8 月 9 日。

　・”Resurgence of Social Clause?: A critical analysis of labor provisions in RTAs in 

the Asia-Pacific Region”, Asian Journal of WTO and Global Health Law & Policy, Vol.19, No.2, 

pp.253-280, 2024 年 9 月。

　・「英国の CPTPP 加入」『貿易と関税』2024 年 10 月号。

　・「インバウンドにやさしい交通インフラ」『コメントライナー』8176 号、2024 年 10 月 17 日。

　・「『トランプ関税』に備えを」『コメントライナー』8222 号、2024 年 12 月 23 日。

　・「第 2 次トランプ政権と米国メキシコカナダ協定（USMCA）の命運」一般財団法人国際経済連

携推進センター、CFIEC 寄稿シリーズ「世界各地から見た現下の国際情勢」2025 年 1 月。

　・「ビジネスと人権をめぐる実務上の留意点（前篇）」『Niben Frontier』2025 年 1・2 月号。

(3) その他

　・「新技能実習制度について」社会システム研究所「グローカルデザイン」ウェブサイト、2024

年 2 月 27 日掲載。

・「北イタリアの山岳都市に旅して」社会システム研究所「グローカルデザイン」ウェブサイト、

2024 年 9 月 9 日掲載。
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福嶋　浩彦

〈外部講演・パネリスト〉

（1）講演

主　催：平和・立憲・人権をつなぐ全国自治体議員会議 ほか

テーマ：これでいいのか「地方自治法改正案」

日　時：2023 年 5 月７日 15:30 ～ 16:00

場　所：衆議院第２議員会館

（2）講演 

主　催：近畿市民派議員交流会

テーマ：市民参画でまちづくり条例＆自分ごと化会議

日　時：7 月 11 日 13：00 ～ 14：30

場　所：長岡京バンビオ１番館

（3）講演

主　催：大分自治研究会

テーマ：いま自治・分権に問われるもの

日　時：７月 26 日 15：00 ～ 16：30

場　所：パトリア日田

（4）講演

主　催：福島県町村議長会

テーマ：対話の民主主義へ―自治体議会へ期待する

日　時：8 月 20 日 13：00 ～ 14：20

場　所：ホテルグリーンパレス

（5）パネリスト

主　催：虹とみどり「全国政策研究集会」大分実行委員会

テーマ：人口減少の中、地域をどのように豊かにしていくか

日　時：8 月 23 日 14：30 ～ 16：10

場　所：コンパルホール大分
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（6）講演

主　催：もりや市民大学

テーマ：人口減少時代のまちづくり

日　時：12 月 10 日 /17 日 10：30 ～ 12：00

場　所：守谷市民活動センター

〈外部論文発表〉

１．論文

テ　ー　マ：国と地方の「対等・協力関係」を崩す地方自治法「改正」

投　稿　先：マスコミ市民フォーラム

掲載機関誌：『月刊マスコミ市民』665 号

日　　　時：2024 年 6 月 1 日

２．論文

テ　ー　マ：国の指示では市民の安全は守れない

投　稿　先：現代の理論・社会フォーラム

掲載機関誌：『言論空間』2024 秋号

日　　　時：2024 年 10 月 1 日

〈社会活動〉

・自治体議員政策情報センター幹事（2010 年 8 月～現在）

・（一社）構想日本 理事（2014 年 11 月～現在）

・自分ごと化会議 in 松江 共同代表（2018 年 5 月～現在）

・住民目線・よなご 共同代表（2020 年 2 月～現在）

・市民の声あびこ共同代表（2023 年 6 月～現在）

・自分ごと化会議 in よなご共同代表（2024 年 2 月～現在）




